















































































































































































i Albert Boime, Art in an age of Bonapartism 1800−1815, Chicago and London, The University of
Chicago Press,１９９０, pp.４１１―５０９.
ii レオス・ミュラー著『近世スウェーデンの貿易と商人』（玉木俊明他訳） 嵯峨野出版 ２００６年参
照。





v Albert Boime, op. cit., p.４１４.
vi Markus Bertsch, Uwe Fleckner, Jenns Howoldt und Andreas Stolzenburg（Hrsg.）Kosmos Runge:
Der Morgen der Romantik, Hirmer Verlag GmbH,（２０１１）S.６２.
vii Ibid. S.６４.
viii Albert Boime, op. cit., p.４１１.







x Albert Boime, op. cit., pp.４１７―４２６.
xi この組織が支援して１７９０年から１８００年にかけて５つの展覧会が企画され、芸術作品のみならず、
多種多様な機械のモデルや新しい発明品が紹介された。
xii Albert Boime, op. cit., p.４１８.
xiii Philipp Otto Runge, Hinterlassene Schriften II, Vandenhoeck & Ruprecht（１９６５）, S.７６.１８０１年７月
１７日のダニエル宛の手紙の一部である。
xiv Markus Bertsch, Jonas Beyer, “Von Runge zu Speckter, Die Formierung der romantischen Arabeske
und ihr Ausgreifen in den Raum”, in: Werner Busch, Petra Maisak（Hrsg.）, Verwandlung der Welt,
Die romantische Arabeske, Michael Inhof Verlag,２０１３, ss.８７－９９.参照。
xv１８０２年のダニエル宛の手紙の中では、以下のように述べられている。「その絵画は、最も広い意
味における〈泉 Quelle〉となるべきであり、それはわたしが制作しようとするすべての絵画の
〈源泉〉であり、新しい芸術の〈源泉〉となるべきである」（Philipp Otto Runge, Hinterlassene
Schriften I（１９６５）, S.１９.より引用）
xvi Philipp Otto Runge,op.cit., S.２４６.
25比較文化論叢３２
図２ ルンゲによる色彩現象の図式
図１ Die Nacht の下絵




図６ 『そりの思い出』 図７ 薔薇の蕾のスケッチ
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図９ 頭蓋骨のデッサン
図８ 脚の筋肉模写
図１０『ナイティンゲールの授業』
図１１『泉のほとりの母』
28 フィリップ・オットー・ルンゲとロマン主義のアラベスクについて
